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Articles : 
A Study of Constructing the Local Government Version SBSC for  
the Realization of Sustainable Cities  Shoji Oka（１）
Economic Crisis and Backflow of International Capital Movement
　  Yoshihiko Hatori（ 21 ）
A Dynamic Prespective on International Marketing Study  
 Hajime Baba（ 45 ）
The Nature of Firms and the Fundamental Dimensions of Corporate   
Strategies  Toshiro Hirota（ 61 ）
Accounting Problems during Two Inflation Periods  
after World War Ⅱ in the USA（１）  Nobuo Myojin（ 85 ）
A Study of Influences to Give to Management of International  
Financial Reporting Standards 
─Example Analysis of Goodwill and Other Comprehensive Income─ 
 Yujiro Okura（123）
論　　文
サステナブル都市の実現に向けた自治体版SBSC構築の検討
　  岡　　　照　二（ 1 ）
経済危機と資本移動の逆転  羽　鳥　敬　彦（ 21 ）
国際マーケティング研究における動態的パースペクティブ
　  馬　場　　　一（ 45 ）
企業の本質と経営戦略諸側面の基本的次元  廣　田　俊　郎（ 61 ）
アメリカの第二次大戦後の２つのインフレーション期  
　における会計問題（１）  明　神　信　夫（ 85 ）
IFRSの経営に及ぼす影響
　─のれんとその他包括利益の事例分析─  大　倉　雄次郎（123）
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（2011年１月～12月）
○総　　　会
日　時　　５月11日（水）    教授会終了後
場　所　　第２学舎１号館２階   商学部会議室
議　題　　2010年度事業経過報告・決算報告
　　　　　2011年度事業計画予算案
　　　　　その他
○講　演　会
日　時　　６月21日（火）　10時40分～12時10分
場　所　　第２学舎４号館　BIGホール100
報告者　　植木　俊行氏（㈱ファーストリティリング　総務部長） 
テ－マ　　「ユニクロの世界戦略とヒューマン・リソース・マネジメント」
○研　究　会
日　時　　５月25日（水）　教授会終了後
場　所　　第２学舎１号館２階　共通会議室
報告者　　岡　　照二氏（商学部助教）
テ－マ　　「サステナブル経営におけるバランスト・スコアカード研究の動向─文献研究を中心に─」
日　時　　６月８日（水）　教授会終了後
場　所　　第２学舎１号館２階　共通会議室
報告者　　大木　清弘氏（商学部助教）
テーマ　　「日本企業における本国量産活動撤退の影響：海外子会社の視点から」
日　時　　10月12日（水）　研究科委員会終了後
場　所　　第２学舎１号館２階　共通会議室
報告者　　岩㟢　拓也氏（商学部助教）
テーマ　　「The incentives for earnings management to avoid losses: Public versus private firms」
〈著　　　書〉
荒　木　孝　治 『経済・商学系のための情報リテラシー入門 三訂版』（共著）同文舘出版，4月刊。
伊　藤　健　市 『よくわかる現代の労務管理 （第２版）』ミネルヴァ書房，10 月刊。
太　田　浩　司 『現代の財務管理　新版 』（共著）有斐閣アルマ，3 月刊。
小　野　善　生 『まとめ役になれる! リーダーシップ入門講座』 中央経済社，３月刊。
Curtis H. Kelly Writing from Within 2, 2nd ed, Student Book, （co-authored） Cambridge 
University Press, November.
 Writing from Within 2, 2nd ed, Teacher＇s Manual, （co-authored） Cambridge 
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University Press, November.
 Writing from Within 1, 2nd ed, Student Book, （co-authored） Cambridge 
University Press, November.
 Writing from Within 1, 2nd ed, Teacher＇s Manual, （co-authored） Cambridge 
University Press, November.
笹　倉　淳　史 『アカウンティング─現代会計入門─【四訂版】』 （共編著）同文舘出版，９月刊。
杉　本　貴　志 『社会連帯組織としての非営利・協同組織（協同組合）の再構築』公募研究シリ
ーズ17，全労済協会，５月刊。
髙　橋　　　望 『エアライン/エアポート・ビジネス入門』（共著）法律文化社，４月刊。
高　屋　定　美 『欧州危機の真実』 東洋経済新報社，７月刊。
 『現代ヨーロッパ経済論』（共著）ミネルヴァ書房，３月刊。
中　邑　光　男 『ジーニアス和英辞典　第三版』大修館書店， 11月刊。 
水　野　一　郎 『中国経済・企業の多元的展開と交流』（共編著）関西大学出版部， ３月刊。
 『アカウンティング─現代会計入門─【四訂版】』（共編著）同文舘出版，９月刊。
明　神　信　夫 『アカウンティング─現代会計入門─【四訂版】』（共編著）同文舘出版，９月刊。
〈分 担 執 筆〉
荒　木　孝　治 「オープンデータを利用しよう」『経済・商学系のための情報リテラシー入門 三
訂版』第３章， 同文舘出版，37─47ページ，４月刊。
 「表を作ってみよう Excel入門」（共著）同上書，第６章，63─77ページ。
 「グラフを作ってみよう」（共著）同上書，第７章，79︲90ページ。
 「データベースを作成しよう」（共著）同上書，第８章，91︲100 ページ。
 「gmmパッケージ」代表者　岡田昌史『Rパッケージガイドブック』東京図書，
360︲367ページ，４月刊。
伊　藤　健　市 「人事労務管理論の展開とその特徴」労務理論学会編『経営労務事典』第11章，
晃洋書房，236─237ページ， ６月刊。
岩　㟢　拓　也 「会計情報の作り方─連結財務諸表─」明神信夫・笹倉淳史・水野一郎編著『ア
カウンティング─現代会計入門─【四訂版】』第８章， 同文舘出版，95︲106ページ， 
９月刊。
大　木　清　弘 「国際経営」高橋伸夫編著『よくわかる経営管理』第Ⅲ章，55︲76ページ，ミネル
ヴァ書房，10月刊。
太　田　浩　司 「財務のトッピックス」榊原茂樹・菊池誠一・新井富雄・太田浩司編著『現代の
財務管理 新版』第５部　第14・15章，有斐閣アルマ，241︲282ページ，３月刊。
 ｢会計情報の内容｣明神信夫・笹倉淳史・水野一郎編著『アカウンティング【四訂
版】』第２章，同文舘出版，13︲32ページ，９月刊。
岡　　　照　二 「大阪万博と大阪の経済・社会─大阪万博がもたらしたもの─」（共著）水野一郎・
永井良和編著『中国経済・企業の多元的展開と交流』第１部Ⅴ章，関西大学出版
部，57︲78ページ，３月刊。
 「会計情報と原価管理」明神信夫・笹倉淳史・水野一郎編著『アカウンティング
─現代会計入門─【四訂版】』第９章，同文舘出版，107︲120ページ，９月刊。
乙　政　正　太 「会計情報の読み方─企業の健康状態と成長─」明神信夫・笹倉淳史・水野一郎
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編著『アカウンティング─現代会計入門─【四訂版】』第５章，同文舘出版，
55︲66ページ，９月刊。
小　野　善　生 「古典的リーダーとネオリーダー」経営行動科学学会［編］『経営行動科学ハンド
ブック』中央経済社，271︲276 ページ，11月刊。
北　山　弘　樹 「会計情報と国際化」明神信夫・笹倉淳史・水野一郎編著『アカウンティング─
現代会計入門─【四訂版】』第12章，同文舘出版，151︲166ページ，９月刊。
木　村　麻　子 「会計情報の読み方─経営分析の概要と収益性分析─」明神信夫・笹倉淳史・水
野一郎編著『アカウンティング─現代会計入門─【四訂版】』第４章，同文舘出版，
45︲54ページ，９月刊。
笹　倉　淳　史 「会計情報の開示」明神信夫・笹倉淳史・水野一郎編著『アカウンティング─現
代会計入門─【四訂版】』第３章，同文舘出版，33︲43ページ，９月刊。
 「会計と資格」同上書，14章，183︲190ページ。
陶　山　計　介 「都市・地域ブランドとは何か」長崎県立大学産学連携チーム編『波佐見の挑戦
─地域ブランドをめざして─』長崎新聞社，31︲64ページ，９月刊。
髙　橋　　　望 「航空輸送産業の特質と動向」（共著）『エアライン/エアポート・ビジネス入門』
第１章， 法律文化社，2︲17ページ，４月刊。
 「日本の航空市場の発展と航空政策」同上書，第２章，18︲33ページ。
 「米国における航空規制緩和政策」同上書，第３章，34︲49ページ 。
 「国際航空輸送の制度的枠組み」同上書，第４章，51︲63ページ。
 「国際航空における規制と競争」同上書，第５章，64︲81ページ。
 「国際航空における規制緩和の動き」同上書，第６章，82︲96ページ。
 「航空サービスの費用」同上書，第７章，97︲111ページ。
 「航空企業のプランニング」同上書，第８章，112︲125ページ。
 「航空企業のマーケティング」同上書，第９章，126︲139ページ。
 「航空需要と観光」同上書，第10章，141︲146ページ。
 「航空運賃」同上書，第11章，153︲166ページ。
 「航空貨物」同上書，第12章，167︲171 ページ。
 「わが国の空港制度と空港政策」同上書，第13章，179︲197ページ。
 「米国の航空規制緩和と競争政策」日本交通学会編『交通経済ハンドブック』第
12章，白桃書房，226︲267 ページ，10月刊。
髙　屋　定　美 ｢EU通貨統合と金融市場」（共著）『現代ヨーロッパ経済論』第４章，75︲98ページ，
ミネルヴァ書房，３月刊。
鶴　田　葊　巳 「『地域主権改革』・道州制と地方自治」大阪自治体問題研究所編『大阪大都市圏
の再生─自治・くらし・環境』自治体研究社，6︲26ページ，７月刊。 
徳　常　泰　之 「民間保険」一圓光彌編著『社会保障論概説〔第２版〕』第７章，誠信書房，174︲
186ページ，３月刊。
徳　永　昌　弘 「ロシア経済の近代化と環境ガバナンス」平成22年度ロシア研究会中間報告書『ロ
シアにおけるエネルギー・環境・近代化』第４章，日本国際問題研究所，47︲63
ページ，３月刊。
 「エコロジー近代化から見たロシア」久保庭眞彰編『環境経済論の最近の展開 
2011』一橋大学経済研究所Discussion Paper Series B︲40，25︲58ページ，６月刊。
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中　嶌　道　靖 「会計情報と環境」明神信夫・笹倉淳史・水野一郎編著『アカウンティング─現
代会計入門─【四訂版】』第13章，同文舘出版，167︲182ページ，９月刊。
羽　原　敬　二 「リスク・マネジメント」近見正彦・堀田一吉・江澤雅彦編『保険学』第３章，
有斐閣ブックス，57︲87ページ，５月刊。
水　野　一　郎 「ハイアール（海爾）の経営管理システムにおけるSBUの意義と特徴」水野一郎・
永井良和編著『中国経済・企業の多元的展開と交流』関西大学出版部，143︲168
ページ，３月刊。
 「会計情報と利益管理」明神信夫・笹倉淳史・水野一郎編著『アカウンティング
─現代会計入門─【四訂版】』第10章，同文舘出版，121︲136ページ，９月刊。
宮　本　京　子 「会計情報の信頼性」明神信夫・笹倉淳史・水野一郎編著『アカウンティング─
現代会計入門─【四訂版】』第６章，同文舘出版，67︲78ページ， ９月刊。
 「アメリカのカーボンラベル法制」上妻義直編著『CO2を見える化するカーボン
ラベル』第８章A，中央経済社，197︲208ページ，３月刊。
 「IFRS40基準のポイント解説（IAS第10号後発事象）」広瀬義州編著『別冊企業
会計』中央経済社，132︲137ページ，10月刊。
 「財務諸表監査における不正への対処（１）」『企業会計』第63巻第９号，中央経
済社，108︲109ページ，９月刊。
 「財務諸表監査における不正への対処（２）」『企業会計』第63巻第10号，中央経
済社，108︲109ページ，10月刊。
明　神　信　夫 「会計の役立ち」明神信夫・笹倉淳史・水野一郎編著『アカウンティング─現代
会計入門─【四訂版】』第１章，同文舘出版，3︲12ページ， ９月刊。
 「会計情報の作り方」明神信夫・笹倉淳史・水野一郎編著，同上書，第７章，79︲
94 ページ。
矢　田　勝　俊 “Shopping Path Modeling Using a Transition Matrix Compression Algorithm,” 
X. Ding, K.Yada, Emerging Intelligent Technologies in Industry, Springer-
Verlag （Eds: D.Ryzko, H. Rybinski, P. Gawrysiak, M. Kryszkiewicz）, pp329︲
339， April.
吉　田　友　之 「国際商取引契約とインコタームズ」（社）日本インターナショナル・フレイト・
フォワーダーズ協会編『国際複合輸送業務の手引（第７版）』（社）日本インター
ナショナル・フレイト・フォワーダーズ協会， 27︲60ページ， １月刊。
〈論　　　文〉
飴　野　仁　子 「グローバル都市地域の成長と日本のロジスティクス政策」（共著）『都市経済の
諸相』関西大学経済・政治研究所研究双書第152冊，第３章，関西大学経済・政
治研究所，51︲76ページ，３月刊。
 「グローバルロジスティクスの新しい動向：アジアワイドのロジスティクス」『日
本物流学会誌』第19号，日本物流学会，73︲80ページ，５月刊。【査読付き】
荒　木　孝　治 「新しい統計教育をめざして─オープンデータとオープンソースを利用して─」
（共著）『関西大学インフォメーションテクノロジーセンター年報2010』関西大学
インフォメーションテクノロジーセンター，15︲27ページ，７月刊。
 “Contributing factors for expenditure patterns of one-person household in 
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Japan,” （co-authored） Kansai University Review of Economics, No.13, pp.25︲50, 
March.
岩　佐　代　市 「新たな銀行規制の動向と課題─主にBaselⅢ資本規制に関わる論点の整理─」『関
西大学商学論集』第56巻第２号，関西大学商学会，1︲28ページ，９月刊。
大　木　清　弘 「多国籍企業における本国拠点の優位再構築：国際的な機能配置選択に伴う拠点
間競争の効果」『組織科学』第45巻第２号，白桃書房，101︲116ページ，12月刊。【査
読付き】
 「海外派遣社員の増加における本国本社資源の重要性─日本企業に対する定量・
定性分析─」『関西大学商学論集』 第56巻第３号， 関西大学商学会，1︲15ページ，
12月刊。
太　田　浩　司 “Analysts’ Awareness of Systematic Bias in Management Earnings Forecasts.”
Applied Financial Economics, Vol.21, No.18, pp.1317︲1330, September.【査読付
き】
 「米国における経営者予想開示の推移とわが国へのインプリケーション」（共著）
『証券アナリストジャーナル』第49巻第６号，30︲40ページ，６月刊。
 「経営者予想とアナリスト予想の精度とバイアス」（共著）『MTECジャーナル』
第23号，33︲58ページ，11月刊。
岡　　　照　二 「環境経営を構築する環境管理会計情報の可能性と今後の課題」（共著）『現代社
会と会計』第５号，関西大学大学院会計研究科，23︲36ページ，３月刊。
奥　　　和　義 「現代日本の通商政策─TPPを中心に─（１）」『関西大学経済論集』第61巻１号， 
関西大学経済学会，99︲108ページ，６月刊。
 「現代日本の通商政策─TPPを中心に─（２）」『関西大学経済論集』第61巻２号， 
関西大学経済学会，41︲56ページ，９月刊。
 「日本貿易の発展と構造─1885～1913年─」『関西大学商学論集』第56巻第２号， 
関西大学商学会，29︲50ページ，９月刊。
 「日本貿易の発展と構造─両大戦間期─」『政策創造研究』第５号，関西大学政策
創造学部，1︲22ページ，11月刊。
 「戦時・戦後復興の日本貿易─1937～1955年─」『関西大学商学論集』第56巻第３
号，関西大学商学会，17︲40 ページ，12月刊。
小　野　善　生 「研究開発型企業の創業から発展への軌跡─株式会社I.S.Tの事例研究─」『関西
大学商学論集』第56巻第１号，関西大学商学会，1︲19ページ，６月刊。
 「フォロワーシップの観点からみる東海バネ工業株式会社のマネジメント」『ビジ
ネス・インサイト』No74， 現代経営学研究所，8︲11ページ，７月刊。
 「フォロワーシップから見た東海バネ工業株式会社の事例」『ビジネス・インサイ
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水　野　一　郎 「会計検査院（中国）」他６項目『公会計小辞典』国際会計学会編集， ４月刊。
矢　田　勝　俊 「産学連携と文理融合を実現するDSIプログラムの開発」（「レクチャーシリーズ：
「サービスイノベーションとAIと教育」〔第５回〕」（共著）『人工知能学会誌 』
Vol.26，No.1，（社）人口知能学会，79︲85 ページ，１月刊。【査読付き】
 「特集　現場が主導するサービスサイエンス」（共著）『人工知能学会誌 』 Vol.26, 
No.2，（社）人口知能学会，115︲116ページ，３月刊。
 「データマイニングツール，MUSASHI を基盤としたサービスサイエンスへの取
組み」（特集：「現場が主導するサービスサイエンス」）（共著）『人工知能学会誌』
Vol.26， No.2，（社）人口知能学会 ， 117︲125ページ，３月刊。
吉　田　友　之 「2011年春季貿易講座（輸出編）」用テキスト，（社）大分県貿易k協会，1︲16ペ
ージ， ２月刊。
 「2011年春季貿易講座（輸入編）」用テキスト，（社）大分県貿易k協会， 1︲16ペー
ジ， ２月刊。
 「2011年度インコタームズ2010の解説」用テキスト，大阪商工会議所，1︲24ページ，
４月刊。
 「2011年度貿易取引の実務セミナー」用テキスト，（社）日本商事仲裁協会，1︲42
ページ，４月刊。
 「2011年度春季貿易実務セミナー（輸出実務編）」用テキスト，大阪商工会議所， 
1︲32ページ，５月刊。
 「2011年度春季貿易実務セミナー（輸入実務編）」用テキスト，大阪商工会議所， 
1︲28ページ， ５月刊。
 「2011年度春季貿易実務セミナー（資料編）」用テキスト， 大阪商工会議所，1︲26
ページ，５月刊。
 「2011年度国際取引契約とインコタームズ2010」用テキスト，（社）日本インター
ナショナル・フレイト・フォワーダーズ協会，1︲24ページ，７月刊。
 「国際商取引契約とINCOTERMS」『2011年度国際複合輸送士資格認定講座用テ
キスト（東京）』（社）日本インターナショナル・フレイト・フォワーダーズ協会， 
15︲38ページ，10月刊。
 「2011年度秋季貿易実務セミナー（輸出入・入門編）」用テキスト， 大阪商工会議
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所，1︲41ページ，11月刊。
 「2011年度秋季貿易実務セミナー（資料編）」用テキスト， 大阪商工会議所，1︲26
ページ，11月刊。
〈書　　　評〉
伊　藤　健　市 浪江巌著『労働管理の基本構造』（晃洋書房，2010年刊）『日本労務学会誌』第12
巻第２号，日本労務学会，78︲80ページ，６月刊。
田　村　香月子 野村総合研究所　金融ITイノベーション事業本部編『次世代金融ビジネスの潮
流2011』（野村総合研究所，2011年刊）月刊資本市場，49ページ，2011年７月号，
No.311.
鶴　田　葊　巳 植田和弘・新岡智編著『国際財政論』（有斐閣，（2010年刊）『財政と公共政策』
第33巻第１号，財政学研究会（京都大学），89︲92ページ，５月刊。
〈学会・研究会〉
荒　木　孝　治 「学校統計教育における品質管理教育教材の実践例」（共同報告） （社）日本品質
管理学会第97回研究発表会（関西支部）， 大阪大学中之島センター，９月16日。
 「品質教育教材『パッティング機』による統計教育とその実践」（共同報告） 数学
教育学会秋季例会，信州大学理学部，９月30日。
岩　㟢　拓　也 「保守主義会計と経営者報酬の支給」（共同報告）日本ディスクロージャー研究学
会，法政大学，５月22日。
 「安定株式保有が利益調整パターンに与える影響」（共同報告） 千里山会計学研究
会，関西大学，10月１日。
 “The incentives for earnings management to avoid losses: Public versus 
private firms” （co-authored），関西大学商学会，関西大学，10月12日。
岩　本　明　憲 “Restrictive Practices in the Japanese Book Trade,” ワークショップ「書籍流通
の動向と電子化」，関西大学，３月９日。
宇　惠　勝　也 「敦賀貴之・加藤涼‘The Safer， the Riskier: A Model of Bank Leverage and 
Financial Instability’へのコメント」日本金融学会秋季大会，近畿大学，９月18
日。
大　木　清　弘 「日本企業における本国量産活動撤退の影響：海外子会社の視点から」関西大学
商学会，関西大学，６月８日。
 “Rebuilding Advantages of a Domestic Production Base by Intra-Organizational 
Competition: A Case Study of Nissan Oppama Factory” Association of Japanese 
Business Studies 24th Annual Conference， Nagoya， June 25.
太　田　浩　司 “Information Content of Analysts’ Ratings and Earnings Forecasts in the 
Presence of Management Earnings Forecasts.”The Japanese Accounting 
Review （TJAR） １st Conference， Kobe University， February 1.
 長澤賢一・伊藤彰敏氏報告「無形資産投資が企業の資金保有および配当行動に与
える影響に関する分析」（コメンテータ）日本ファイナンス学会第19回大会，早
稲田大学，５月14日。
 “Informativeness of Analysts’ Stock Ratings and Earnings Forecasts in the 
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Presence of Public Earnings Guidance.”日本ファイナンス学会第19回大会，早
稲田大学，５月15日。
 姜理恵氏報告「フィナンシャル・ガイダンスに関する日米比較─情報発信者と受
容者の意識に関するクロス・チェック─」（コメンテータ）証券経済学会第75回
全国大会，日本大学，６月26日。
 “Information Content of Analysts’ Ratings and Earnings Forecasts in the 
Presence of Management Earnings Forecasts.”（単独報告）日本金融学会関西
部会，関西学院大学梅田キャンパス，９月17日．
 加藤政仁・鈴木健嗣氏報告「公募増資費用と証券アナリスト」（コメンテータ）
日本経営財務研究学会第35回全国大会，大阪市立大学，10月８日。
 高橋孝輔・徳永俊史氏報告「自社株買いのアナウンスメント効果」（コメンテータ）
日本経営財務研究学会第35回全国大会，大阪市立大学，10月９日。
 林順一氏報告「社外取締役とIR，株主還元の関係分析に関する一考察」（コメン
テータ）証券経済学会第76回全国大会，京都産業大学，11月27日。
 Hsien-Li Lee and Hua Lee， “The Value Relevance of Summarized Accounting 
Information and Audit.” （コメンテータ） The 2nd TJAR （The Japanese Accounting 
Review） Conference， Kobe University，December 23.
岡　　　照　二 「サステナブル社会に向けたコスト・マネジメント手法の拡張」千里山会計学研
究会，関西大学，１月29日。
 「サステナブル経営におけるバランスト・スコアカード研究の動向─文献研究を
中心に─」関西大学商学会，関西大学，５月25日。
 「低炭素型サプライチェーンを支援する環境管理会計の可能性」（共同報告）日本
会計研究学会，久留米大学，９月18日。
 「サステナブル経営におけるMFCA情報とSBSCの統合」日本会計研究学会，久
留米大学，９月19日。
 「MFCAとBSCの連携による環境マネジメントの可能性について」（共同報告）
日本管理会計学会，関西大学，10月９日。
奥　　　和　義 「現代日本の通商政策─TPPを中心に─」慶北大学経済経営研究所研究会，韓国
（大邱），２月22日。
乙　政 　正　太 「保守主義会計と経営者報酬の支給」（共同報告）日本ディスクロージャー研究学
会，法政大学，５月22日。
 Discussion of “Managerial decisions to discontinue operations and future firm 
performance,” Saito Yosie, The 2nd TJAR Conference at Kobe University , 
December 23．
小　野　善　生 “Practices of Effective Employee Development in an Automobile Industry; A 
Case of Toyota Group European Congress of Psycholog，”イスタンブール，July.
 「日本型人的資源の測定論─創造性・組織文化・リーダーシップに関する日本発
のメジャメント・メソッドの探求─」経営行動科学学会第14回年次大会，明治大
学，11月26日。
川　上　智　子 “E-book retailing in the US and Japan，” マーク・E・パリー先生招聘ワークシ
ョップ「書籍流通の動向と電子化」（共同報告） 関西大学，３月７日。
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 「新製品開発におけるITツール利用の現状：定性的・定量的アプローチによる仮
説の導出」日本商業学会関西部会４月例会，大阪市立大学文化交流センター，４
月16日。
 “Effects of Word-of-Mouth and e-Word-of-Mouth on Innovation Use in the 
Presence of Network Externalities，” 18th International Product Development 
Management Conference， Delft， co-presented， June 6.【査読付き】
 “An Empirical Examination of Factors Influencing IT Usage for New Product 
Development in Japanese Companies，” 18th International Product Development 
Management Conference， Delft， co-presented， June 7.【査読付き】
 「クチコミと新技術の採用との関係に関する実証研究」日本消費者行動学会 第42
回消費者行動研究カンファレンス（共同報告），早稲田大学，６月26日。【査読付
き】
 「ブランド・ロイヤリティとネットワーク外部性の交互効果：電子書籍に関する
実証分析」日本消費者行動学会 第43回消費者行動研究カンファレンス（共同報
告），関西大学，11月５日。【査読付き】
 “Effect of Word of Mouth on New Product Adoption and Usage，” 2011 KSMS 
（Korean Scholars of Marketing Science） Fall International Conference， Sogang 
University， Seoul， November 19.
 「国際共同研究の機会と可能性」日本商業学会第２回全国研究報告会，青山学院
大学，12月17日。
岸　谷　和　広 “Effects of Word-of-Mouth and e-Word-of-Mouth on Innovation Use in the 
Presence of Network Externalities，” 18th International Product Development 
Management Conference， Delft， co-presented， June 6.【査読付き】
 「クチコミと新技術の採用との関係に関する実証研究」日本消費者行動学会 第42
回消費者行動研究カンファレンス（共同報告），早稲田大学，６月26日。【査読付
き】
木　村　麻　子 「ブランド・マネジメントにおける管理会計情報の役割の検討」日本原価計算研
究学会，関西学院大学，９月２日。
 「MFCAによる改善活動と予算管理」（共同報告）日本原価計算研究学会，関西
学院大学，９月２日。
 「低炭素型サプライチエーンを支援する環境管理会計の可能性」（共同報告）久留
米大学，９月22日。
 “Material Flow Cost Accounting integrated with Budget Control”2nd EMAN 
Africa Conference 2011, co-presented, South Africa,  September 3.
 「ブランド・マネジメントにおける予算管理の可能性」会計情報研究会，近畿大学，
10月22日。
Curtis H. Kelly “Neuroplasticity: How Emotion， Cognition and Movement Shape Learning，” 
FAB1-First Annual Brain Day 1， The Kitakyushu International Conference 
Center， Kitakyushu-shi， July 9.
 “Neuroplasticity: How Emotion， Cognition and Movement Shape Learning” 
FAB1-First Annual Brain Day 1， Konan University， Hirao School of 
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Management， Nishinomiya-shi， July 10.
 “The Plastic Brain: How Emotion， Cognition and Movement Shape Learning，” 
Cambridge Day 2011 Sookmyung Women's University Seoul， Korea， 
November 11.
 “The Plastic Brain: How Emotion， Cognition and Movement Shape Learning，” 
Cambridge Day 2011 Pusan University of Foreign Studies Busan， Korea，
November 12.
 “The Process of Writing and Writing from Within，” The Japan Association for 
Language Teaching （JALT） 37th International Conference， Tokyo， November 
20.
 “Mind/Brain & ELT: Neuroscience for better teaching，” forum， The Japan 
Association for Language Teaching （JALT） 37th International Conference.
Tokyo， November 20.
 “The Plastic Brain: Emotion, Cognition and Movement in Learning，”Nagano 
JALT， Nagano Prefectural College， Nagano-shi， December 11.
 “The Brain， the Self and the Successful Learner，” Nagano JALT， Nagano 
Prefectural College， Nagano-shi， December 11.
杉　本　貴　志 「『協同組合事業の特性』および『ステークホルダーの全面参加による新しいガバ
ナンス』について」連合総合生活開発研究所 第５回協同組合研究委員会， 連合
総合生活開発研究所，４月28日。
 「日本における生活協同組合の誕生・展開・課題 ～イギリスと対比して」全労済
協会 第３回協同組合研究会，全労済協会，５月30日。
 「パーティは班に代わり得るものなのか～生協における組合員活動の転換と展望」 
JC総合研究所 新協同組合ビジョン研究会（参加を基軸とする事業研究会），せい
きょう会館，12月10日。
 「大阪・関西地区における生協事業連合の問題」関西大学経済・政治研究所 2011
年度第４回大阪経済研究会，関西大学経済・政治研究所，12月17日。
陶　山　計　介 「マーケティングの新展開とブランド戦略（中文）」日中経済・文化交流フォーラ
ム，中国遼寧省瀋陽市北方国際傳媒中心，７月26日
髙　橋　　　望 「空港経営論」日本港湾経済学会関西支部会， 同志社女子大学，６月25日。
高　屋　定　美 「欧州中央銀行の標準的および非標準的金融政策」日本金融学会秋季大会，近畿
大学，９月19日。
 「欧州金融・経済危機とEU経済ガバナンス:EUと加盟国との衝突」日本EU学会第
32回研究大会，松山大学，11月６日。
徳　常　泰　之 “Facing the Challenge of Earthquake, Tsunami, and Nuclear Explosion,” 
Center for Insurance Studies，California State University Fullerton （U.S.A.）, 
March 21.
徳　永　昌　弘 「ロシアの企業都市問題：『第２のピカリョボ』を中心に」京都大学経済研究所シ
ンポジウム「ロシア企業社会の構造と深層：比較経済論のフロンティア」京都大
学経済研究所，２月12日。
 「新興国と地球環境問題：ロシアのケース」北海道大学スラブ研究センター「ロ
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シアのエネルギーと環境問題の現状」研究会，北海道大学スラブ研究センター，
２月26日。
 「エコロジー近代化から見たロシア」一橋大学経済研究所環境ワークショップ，
一橋大学経済研究所，３月30日。
 「欧州新興国と海外直接投資：日系企業の海外直接投資から見た欧州新興市場の
発展」比較経済体制研究会，京都大学経済研究所，９月15日。
中　原　孝　信 「メディア接触を考慮した新商品購入プロセスの解明」（共同報告） 第91回 知識
ベースシステム研究会 （SIG-KBS）， SIG-KBS-B002，7︲12ページ， 大阪大学コン
ベンションセンター，１月27日。
 “Recommender System for Meal Menus Using a Potential Model，” The 
Eleventh IASTED International Conference on Artificial Intelligence and 
Applications， 2011. Innsbruck， Austria, February 14︲16.
 “Analysis of the impact of media contact on the purchase process，” SIAM 
International Workshop on Data Mining for Marketing （DMM2011） held in 
conjunction with the 2011 SIAM International Conference on Data Mining， 
pp.55︲61. Mesa， Arizona USA， April. 28︲30.
 「買い物時間による顧客の分類と売場の訪問順序を考慮した購買モデルに関する
研究」 2011年度人工知能学会全国大会（第25回）， アイーナ　いわて県民情報交
流センター，６月２日。 【査読付き】
 “Extraction of Customer Potential Value Using Unpurchased Items and In-
store Movements，” In proceedings of KES 2011， Knowledge-Based and 
Intelligent Information and Engineering Systems， Lecture Notes in Computer 
Science， 2011， Volume 6883/2011， pp.295︲303，  Kaiserslautern， Germany. 
September 12︲14.
 「RFIDデータを用いた店舗内買物行動に関する分析」 日本マーケティング・サイ
エンス学会　第90回研究大会，電通ホール，12月３日。
西　岡　健　一 “A Longitudinal Study of the Impact of Inter-Relationships in Retail Solution，” 
the 16th European Association of Education and Research in Commercial 
Distribution， Parma， Italy， July.
 “Too much of something can be a BAD thing: Using IT to improve queuing 
performance in Beisia Supermarket， Japan，” the 4th EurOMA＇s International 
Forum on Service Operations Management， Florence， Italy， September.
西　村　成　弘 “International Patent Control and Transfer of Knowledge: The United States 
and Japan before World War II，” Business History Conference， Hyatt Regency 
St. Louis， MO， April 2.
廣　瀬　幹　好 「リーマンショック後の企業経営と経営学」日本経営学会第85回大会， 大会プロ
グラム趣旨報告， 甲南大学，９月８日。 
水　野　一　郎 「付加価値会計から人本主義への展開」日本会計学会70回大会， 久留米大学，９
月18日。 
矢　田　勝　俊 「顧客動線研究の枠組み」（共同報告）第91回 知識ベースシステム研究会 （SIG-
KBS），SIG-KBS-B002，1︲6ページ，大阪大学コンベンションセンター，１月27日。
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 「DNAシーケンスアラインメント手法を応用したスーパーマーケットにおける顧
客動線分類に関する研究」（共同報告）第91回 知識ベースシステム研究会（SIG-
KBS），SIG-KBS-B002，7︲12ページ，大阪大学コンベンションセンター，１月27
日。
 「メディア接触を考慮した新商品購入プロセスの解明」（共同報告）第91回 知識
ベースシステム研究会 （SIG-KBS），SIG-KBS-B002，7︲12ページ，大阪大学コン
ベンションセンター，１月27日。
 「ポアソン回帰モデルにもとづく顧客の潜在クラスの発見」（共同報告） 第42回消
費者行動研究コンファレンス，早稲田大学，６月26日。
 X. Ding， K.Yada，“Shopping Path Modeling Using a Transition Matrix，”
Proc. of Industrial Session at ISMIS2011，pp.1︲11， Warsaw， Poland， June 29.
 「ストリームデータマイニングが拓く研究フロンティア」 （共同報告）日本情報経
営学会第62回全国大会予稿集，日本情報経営学会，163︲166ページ， 神戸大学，
７月２日。
 K. Yada， X. Ding， A. Ohno， “In-Store Shopping Path and Markov Chain 
Model，” Joint Statistical Meetings （JSM2011），Miami， USA， August 1.
 「顧客動線データを用いた売場の顧客存在確率に関する研究 ─カーネル密度推定
のRFIDへの応用─」（共同報告）第93回 知識ベースシステム研究会 （SIG︲KBS）， 
SIG-KBS-B101，13-18ページ，島根大学出雲キャンパス，８月９日。
〈講　演　会〉
飴　野 仁　子 「グローバル時代のロジスティクス─グローバル化時代を生きる日本の選択─」
物流講演会，大阪府立労働センター（エルおおさか）２月４日。
 “The Crisis and the Asia-wide Logistics: New Trends in Global Logistics”
Japan Week 2011,KU Leuven Kansai University International Symposium 
“Economic Crisis in Europe: Perspectives from Japan,” The Catholic University 
of Leuven, Belgium,  November 3.
 『グローバル化と日本のロジスティクス─ロジスティクスから見た日本と世界─』
関西大学経済・政治研究所第194回産業セミナー，りそな銀行大阪本社，12月７日。
大　木　清　弘 「海外で成功する企業とは」関西大学高大連携KAN︲DAI１セミナー，大阪府立
箕面高校，７月14日。
 「海外で成功する企業とは」関西大学高大連携KAN︲DAI１セミナー，大阪府立
鳳高校，11月10日。
岡　　　照　二 「持続可能な東アジア企業のコスト・マネジメント手法の展開」関西大学経済・
政治研究所第193回産業セミナー，りそな銀行大阪本社，11月16日。
川　上　智　子 「顧客志向の新製品開発」早稲田大学IT 戦略研究所 エグゼクティブ・リーダーズ・
フォーラム基調講演，早稲田大学，６月16日。
 「事業のカギ　マーケティングとイノベーションを理解しよう」わたしの政経塾，
ドーンセンター（大阪府立男女共同参画・青少年センター），８月20日。
 「会社を伸ばす『新しい価値』の創造」吹田商工会議所ベンチャー創出事業｢新し
いこと始めよう～吹田の頑張っている企業勢ぞろい～パートⅡ｣基調講演，江坂
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東急イン，10月11日。
 “Globalizing Academic Societies from Asia to the World.” Opening speech， 
2011 KSMS （Korean Scholars of Marketing Science） Fall International 
Conference， Sogang University， Seoul， November 19.
木　村　麻　子 「財務諸表分析」関西社会人大学院連合提供 専門セミナー，キャンパスポート大
阪，５月26日。
 「企業のモノサシ─財務諸表を使った企業の優劣の測り方」私の政経塾Ⅱ，ドー
ンセンター，７月16日。
 「企業のモノサシ─会計数値を使った企業のマネジメント」私の政経塾Ⅱ，ドー
ンセンター，10月15日。
杉　本　貴　志 「協同組合の歴史と現在：生協に期待される理念，価値，役割を考えるために」 
生活協同組合コープしが新年役職員全体交流会， ホテルニューオウミ，１月８日。
 「協同組織運動と労働者の待遇・労働条件─協同組合にとって『労働』とは何だ
ったのか？」 全国農林漁業団体職員労働組合連合 2011春闘討論集会， 新都ホテ
ル，１月22日。
 「求められる生協の社会的役割とは」大阪府生活協同組連合会政策討論集会パネ
ルディスカッション（コーディネータ），シティプラザ大阪，１月31日。
 「いま“非営利・協同”に何ができるのか，何が求められているのか～“理念・
原則”と“現実”から考える～」くらしと協同の研究所 第19回総会記念シンポ
ジウム， コープイン京都，６月25日。
 「いま協同組合に何が求められているのか～“つながり”づくりという視点から
考える～」コープこうべ ビジネススクール第７期第３回集合研修， コープこう
べ健保会館，７月20日。
 「いま生協に何が求められているのか ～震災を経験し，国際協同組合年を控えて，
“つながり”づくりという視点から考える～」コープこうべ 生協いろは塾，コー
プこうべ 協同学苑， ９月26日。
 「協同組合のアイデンティティに関するICA声明 ～生活協同組合の『原則』を歴
史的に考える～」エフコープ生活協同組合 組合員理事研修，オアシス篠栗，９
月28日。
 「日本型生協の現在と未来：イギリスと日本の協同組合史から考える」JCCU協
同組合塾 2011年度第１回例会，日本生活協同組合連合会 コーププラザ，10月３
日。
 「今日の状況の中で問われる協同組合の役割 ～協同組合年を意識して～」2011産
直意見交流会，鳥取県畜産農協・若葉台，10月15日。 
 「大震災から国際協同組合年へ ～生協に期待されること～」コープ九州事業連合 
2011年度第３回次世代リーダー育成学校，サンピア福岡，11月３日。
 「生協に何が求められているのか、何が出来るのか～生協の歴史からこれからを
考える」 生協しまね学習会，ビッグハート出雲，11月14日。
 「なぜ『協同』のビジネスなのか」くらしと協同の研究所 第13回生協組合員理事
トップセミナー「杉本塾」，コープイン京都，12月４日。
 「国際協同組合年を迎えるにあたって─日本の協同組合に何が期待されているか」 
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国際協同組合年第１回岩手県実行委員会記念講演，岩手県産業会館（サンビル），
12月21日。
髙　橋　　　望 「関西３空港の現状と課題 ─将来の発展に向けた問題提起─」兵庫県／関西の航
空需要拡大に向けたセミナー第１回，関西大学，７月15日。
 「関西３空港の未来─これまでのセミナーを振り返って─」兵庫県／関西の航空
需要拡大について考えるフォーラム，ラッセルホール，12月15日。
高　屋　定　美 “Economic Integration and the Crisis; Lessons from European Crisis”Japan 
Week 2011,KU Leuven Kansai University International Symposium “Economic 
Crisis in Europe: Perspectives from Japan,” The Catholic University of Leuven, 
Belgium,  November 3.
田　村　香月子 “What's Going on? The Next Step of Regulation on Credit Rating Agencies”
Japan Week 2011,KU Leuven Kansai University International Symposium 
“Economic Crisis in Europe: Perspectives from Japan,” The Catholic University 
of Leuven, Belgium,  November 3.
鶴　田　葊　巳 「分権時代の地方税財政」吹田市税務新任職員研修会特別講義，吹田市役所，７
月19日。
徳　常　泰　之 「少子高齢化社会における保険会社の戦略」関西大学公開講座（高槻市）けやき
の森市民大学，高槻市立生涯学習センター，10月15日。
徳　永　昌　弘 “Emerging Markets and Japanese Economy before, during and after the 
Financial Crisis” Japan Week 2011,KU Leuven Kansai University International 
Symposium “Economic Crisis in Europe: Perspectives from Japan,” The 
Catholic University of Leuven, Belgium, November 3.
中　邑　光　男 「『英語表現』に求められること」新教育課程英語セミナー，静岡市ツインメッセ
静岡，10月15日。
長谷川　　　伸 「旅するオレンジジュース─国際ビジネスとの出会い」関西大学高大連携Kan-
Dai1セミナー，兵庫県立明石城西高等学校，12月６日。
羽　原　敬　二 「内航海運事業の競争力強化対策」第３回内航海運代替建造対策検討会，国土交
通省国際会議室，１月28日。
 “Risk Management of Freight Forwarder,” ASEAN-Japan Transport 
Partnership & Mekong-Japan Logistics Seminar in Myanmar, Japan＇s Progaram 
for Improving Efficiency of Logistics & Distribution of the East-West 
Ecomomic Corridor and Southern Ecomonic Corridor, Myanmar Maritime 
University, ThanLyin, May 20．
 基調講演「内航海運グループ化推進の取組みと展望」内航海運グループ化推進セ
ミナー，近畿運輸局海事振興部，神戸運輸監理部海事振興部，ホテルプリムロー
ズ大阪2F鳳凰東，８月５日。
廣　瀬　幹　好 「あなたのサッカーボールはどこから来たのか？─経営活動グローバル化の光と
影─」関西大学高大連携Kan-Dai1セミナー，奈良育英高校，５月21日。
 「高校における経営リテラシー教育と『ビジネス・アイ』」平成23年度大阪府高等
学校教育協会・研究大会，天王寺商業高等学校，10月13日。
矢　田　勝　俊 “Sensor Data Mining in Marketing，” Special Talk， The 1st International 
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Workshop of Sensor Data Mining， National Penghu University of Science and 
Technology （NPU）， Taiwan， June 12.
吉　田　友　之 「貿易って、どんな人たちが関わっているのかな？」関西大学高大連携Kan︲Dai
１セミナー， 雲雀丘学園高校，７月16日。
〈受賞・表彰〉
荒　木　孝　治 2011年度日経品質管理文献賞 『RとRコマンダーではじめる多変量解析』『フリー
ソフトウェアRによる統計的品質管理入門　第２版』『RとRコマンダーではじめ
る実験計画法』（以上，いずれも荒木孝治編著，日科技連出版社）11月９日。
Curtis H. Kelly “Best of JALT 2010” Best presentation， Sendai Chapter， Awarded at JALT 
International Conference， Tokyo, November 19.
 “Best of JALT 2010” Best presentation， Matsuyama Chapter，Awarded at 
JALT International Conference， Tokyo， November 19.
中　原　孝　信 マーケティング分析コンテスト2010，最優秀賞 「イノベータ理論に基づくスマー
トフォン市場成長期の顧客特徴抽出と販売戦略の提案 ─クリークを用いた
Xperiaの購入プロセスの解明─」１月30日。
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